
２０１５年度 第１回 鶴峰賞 募集要項 

 

 

主 題 ： 設定趣旨について必ず別紙の趣意書をお読みください 

 

『日韓文化交流と両国関係の未来』 

  

 

公募 事項 

 

１． 論文募集事業 

２． 研究助成事業 

  

 

応募資格等と審査区分 

 

１． 論文募集事業 

１） 研究者部門：論文内容分野に関する修士号以上の学位所持者 

２） 一般部門： １）以外の応募者（特に資格は不要）。修士号以上の学位の保有者

であっても一般部門の応募者として応募することができる。 

３） 上記 研究者部門と一般部門を分けて審査する。 

４） 個人またはチームによる参加ができる。チーム参加の場合、責任者 1 名を定め

る。上記 1)、2) の区分基準は当該責任者の資格にもとづく。 

 

２． 研究助成事業 ： 大学等の研究機関、またはこれに準ずる機関に属する研究者 1 名、ま

たはグループとして応募することができる。 

 

※ 以上、１．２．の事業において、応募者、著者の国籍および居住地域は問わない。 

 

 

 



 

募集期間 

 

１． 論文募集事業 

１）受付期間     ： ２０１５年８月１５日～８月３１日 

２）入賞作の発表 ： ２０１５年１０月３１日 予定 

                       （ホーム・ページ発表 及び個別に連絡） 

３）授賞式 ： ２０１５年１１月 予定 

 

２． 研究助成事業 

１）研究計画書 受付期間：２０１５年８月１５日～８月３１日 

２）助成研究課題の選定  ：２０１５年１０月３１日 予定（個別に連絡） 

３）助成対象の発表 ： ２０１５年１１月 予定 （論文入賞作授賞式にて発表）  

４）研究論文 提出期限 ： ２０１６年１２月（研究期間 約 1年） 

 

 

審査 基準 

 

１． 主題と問題意識、接近方法の独創性および論理性 

２． 研究結果の現実性と効用性 

 

 

提出 様式 

 

１．論文募集事業 

１）指定された論文表紙様式に論文題名（英文題名 併記）、著者名などを記載し、署名

または捺印した後、スキャンしたものを添付する。 

２）本文フォントサイズ 11Pt. ページ設定 行間隔 160%（アレアハングル）または 1.15

（MS Word）、A4 用紙 ３０枚以内。 

韓国語、または日本語を使用し、アレアハングル 2007、MS Word 2007 以上で作成。 

３）論文の冒頭に 2 ページ以内の要旨、末尾に参考文献を添付。要旨および参考文献は、

規定枚数に含まれない。  



４）新規作成論文以外に、本 公募に合致する過去 2 年以内（2013 年 1 月 1 日以降）に

発表された韓国語、または日本語の既存論文／著作物（未発表論文も含む）も提出可能

である。但し、上記様式に合わせて提出するものとする。 

５）提出方法：所定の表紙様式と論文（要約・参考文献を含む）ファイルを、e-mail に

添付して提出する。E-mail 件名 及びファイル名は、＜第 1 回 鶴峰賞 募集論文：“論文

の題名、(責任)著者名”＞とする。 

当該 e-mail 本文に、（責任）著者の氏名、（責任）著者の住所、e-mail 連絡先、携帯電

話番号を必ず記載する。 

 

２．研究助成事業 

１）研究計画書を提出する。研究期間は、２０１６年１２月末日までとする。 

２） 研究計画書 本文フォントサイズ 11Pt. ページ設定 行間隔 160%〈アレアハングル〉

または 1.15〈MS Word〉、A4 用紙 １０枚以内。 

韓国語、または日本語を使用し、アレアハングル 2007 または MS Word2007 以上で作成

する。 

３）提出方法 ： 計画書のファイルを e-mail に添付して提出する。E-mail 件名 及び           

添付ファイル名は、＜第 1 回 鶴峰賞 研究助成事業：“論文の題名、著者名”＞とする。 

当該 e-mail 本文に、（責任）著者の氏名、所属機関、（責任）著者の住所、e-mail 連絡

先、携帯電話番号を必ず記載する。 

 

 

公募論文 受賞ならびに副賞 

 

研究者部門 優秀賞 賞金 2,500 万ウォン 
１名。該当論文が無い場合、１～２名に、

奨励賞 及び副賞 1,000 万ウォン授与。 

一般部門 優秀賞 賞金 1,500 万ウォン 
１名。該当論文が無い場合、１～２名に、

奨励賞及び副賞 500 万ウォン授与。 

 

大   賞 賞金 3,000 万ウォン 

研究者部門 又は、一般部門 優秀賞 受賞

論文中 該当作がある場合は、優秀賞賞金

に追加して授与。 

 



研究助成事業 契約締結 等 

 

１． 採択された研究計画に対し、一件当り 2,500 万ウォンを上限として、1 件または 2 件

に、研究助成を行う予定である。 

２． 助成金の規模、支給時期などの詳細に関しては、ソウル大学法科大学（鶴峰賞運営委

員会）と助成対象者間における研究助成契約 締結時に、協議の上決定する。 

 

 

注意事項 

 

１． 応募論文等は入賞の有無に関わらず返還しないので、コピー等を保存して下さい。 

２． 入賞論文および研究助成対象の論文の著作権は、著作者に属するが、ソウル大学法科

大学（鶴峰賞運営委員会）が、当該論文の複製権と配布権を有するものとする。 

３． 入賞論文および研究助成対象の論文は、鶴峰賞運営委員会が管理するサイトに無償に

て全面公開する計画である。また必要時、出版する予定である。 

 

 

主     催 

 

１． 主催 ： ソウル大学校 法科大学／法学専門大学院（鶴峰賞 運営委員会） 

２． 後援 ： 財団法人 鶴峰奨学会 

 

 

問合せ先 

 

１． E-mail ：hakbongjp@snu.ac.kr （なるべく e-mail にてお問い合わせ下さい） 

２． 郵便 ： 151-743 大韓民国 Seoul 特別市 冠岳区冠岳路１ 

        Seoul 大学校 17 棟 209 号 

        Seoul 大学校 法科大学／法科大学院 鶴峰賞 運営委員会 事務局 

３． 電話 ： ＋８２-(０)２-８８０-２４４６（韓国語、または英語で対応します） 

４． ホーム・ページ ： http://law.snu.ac.kr 


